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１、はじめに 

中部横断自動車道は静岡県静岡市を起点とし、山梨県

甲斐市を経由し、長野県佐久市に至たる延長約 136km
の高速自動車国道である(図-1)。この道路が整備される

ことにより、広域的な地域連携・交流を促進するととも

に、沿線の方々が安心して暮らせるネットワークの構築、

物流効率化の支援や観光振興等に寄与するものと期待

されている。 
甲府河川国道事務所では、平成 18 年 2 月の第 2 回国

土開発幹線自動車国道建設会議において、中部横断自動

車道の富沢 IC~六郷 IC 間の約 28km の新直轄方式によ

る整備の決定を受け、平成 18 年 4 月より中部横断自動

車道推進室を設置し、現在、調査設計及び用地買収を推

進しているところである。 
 

２、現況及び地元の状況 

 中部横断自動車道の増穂以南では、並行する幹線道路

である国道 52 号の代替路が十分でないこと、雨量規制

区間が多く、通行止めが頻発していること、救急医療施

設へのアクセス性の悪さなどの問題がある(図-2）。 
地元住民は交通利便性の向上、緊急時の代替路等の整備に期待し、1 日も早い

交通ネットワークの整備を強く望んでいる。(なお、山梨県知事は今後 10 年以

内に開通させることを公約としている。) 

図-2 中部横断自動車道(増穂以南)の沿線状況 

図-1 中部横断自動車道概略
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３、事業進捗に向けた取り組み 

 地元情勢を踏まえて、早期供用に向け事業を推進していくためには、地域の

方々のより一層の理解と協力が重要であり、如何に理解促進に努めていくかが

課題であった。 
 平成 18 年度は、理解促進に向け「中部横断自動車道(増穂以南)推進会議」(平
成 18 年 5 月)(以下「推進会議」という)を新たに設置し、事業の推進を図ること

とした。また、事業進捗などが見えないことは地域の不安・不信に繋がるため、

事業進捗等が見える形で情報発信を行った。 
 
３．１、事業マネージメントの導入 

地元の理解と協力を得ていくため、沿線

首長及び事業者からなる事業マネージメ

ント型の推進会議を設立し、地元意見を把

握・反映できる枠組みを構築した(図-3)。 
推進会議は事業の各区切りである調査

開始、中心杭設置、設計協議開始、幅杭設

置・用地測量開始のタイミングにおいて開

催し、情報の共有を図るとともに課題の調

整を実施し、事業マネージメントに取り組

んだ。 
 
３．２、見える形の情報発信 

 事業進捗等が見える形の情報発信として、当事務所では初めてとなる『中心

杭打ち式』及び『設計協議調印式』を開催した。また、行政職員と地域の方々

が車座になって図面を囲む、『車座方式の設計説明会』を開催した。 
  
３．２．１、中心杭打ち式 

 現地において作業が始まるということを

周知する目的と、地元も協働で事業を進め

ているという意識を持って頂くため、地元

の方々の参加を得て中心杭打ち式を開催し

た(写真-1)。 
杭打ち式では、10 年後に成人を迎える地元小学生

に将来の夢を描いてもらった杭の展示(杭は中心線測

量で使用)、沿線市町村による物産展、地元の伝統芸能

の披露、測量作業体験などを開催し、より多くの方々

に幅広く参加してもらえるよう工夫をした(写真-2)。 
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３．２．２、設計協議調印式 

 地元の協力を頂きながら事業が 1 つ進んだこと

を見える形で周知するため、設計協議の合意に至

った地域において設計協議調印式を開催した (写
真-3)。 
 
３．２．３、車座方式の設計説明会 
 地域の方々とのコミュニケーションを図り、か

つ事業進捗が見えるよう、行政職員と地域の方々

とが車座になって図面を囲み、地元の方の事業に

対する不安や疑問にきめ細やかに応えられるよう

な工夫をした(写真-4)。 
 
３．３、メディアによる情報発信 

 推進会議や各種取り組

みについて、積極的に公

表することにより、メデ

ィアにも広く取り上げら

れ(表-1)、多くの方々に事

業進捗等が見える形での

情報発信が出来たと考え

ている。 
 
４、取り組みの成果 

 事業マネージメント型の取り組みの実施により、地元・関係機関から十分な

理解と協力が得られたこと等によって、道路基本設計の段階から円滑に事業が

進められ、約 1 年という短期間で一部用地を取得することができた(図-4)。 

 

写真-3 設計協議調印式 

写真-4 車座方式の設計説明
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表-1 メディア露出実績 

図-4 用地取得状況 
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※.取り上げられたメディア数については当事務所で把握した件数のみ 



４．１、情報発信の効果 

 今後の広報計画立案のための基礎調査として、

平成 18 年末(平成 19 年 3 月 9 日~14 日)にインタ

ーネット・モニター・アンケート調査を実施した。

延べ 2,106 人からのアンケート結果を得ている

(表-2)。 
 アンケートの結果(表-3)、中部横断自動車道の事業の認知について、山梨県の

方々からは 8 割、沿道地域の方々からは 9 割を超える高い結果が得られた。平

成 18 年度の取り組みの効果があったものと思われる。 

  
 

４．２、情報発信の課題 

 アンケートの結果(表-3)、山梨県以外の方々の認知が山梨県の方々と比べて低

くなっていることがわかる。これまで述べてきたとおり、平成 18 年度の情報発

信の取り組みは地元である山梨県を意識したものであり、その結果であると考

えられる。 
中部横断自動車道は地域に対する効果だけでなく、国土の広域的な交通ネッ

トワークとして重要な路線である。今後は引き続き地元の理解と協力を得るこ

とに努めつつ、長野県・静岡県を始め、より広い地域の方々の理解を深めるた

め、広域的な情報発信の充実を図ることが重要である。 

 
５、おわりに 

路線の公益性は大きく、事業の必要性を広く国民に発信していくことが必要

であり、地域に対するこれまでの情報発信の継続に努めつつ、広域的な範囲の

方々の情報発信に対するニーズを出来る限り把握し、今後の情報発信の内容に

ついて十分に検討して取り組んでいきたい。改善方策(案)として地域内外の多

くの方々から意見を頂ける web の活用等を検討し、地域毎の情報ニーズに応え

ることを考えていきたい。 
 本事例は、地域の大きな期待の上に、積極的な協力が得られた事例であり、

地元の理解と協力を得るための参考として活用して頂ければ幸いである。 

表-2 アンケート結果 

表-3 アンケート結果（認知） 
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